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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・看護グループ内研修が本日行われるので、対象者は参加すること。
・ストレスチェックを実施していない人は実施すること。
　メールで送信されたID、パスワードでアクセスできない場合には総務へ連絡すること。

・人事考課面接を行うので、予定表に各自で入力すること。
・11/1(水)実地指導あり。青陽館利用者様の記録や日誌等の書類のチェックを行うこと。
⇒10/31（火）までに疾患別診療計画書・LASMI・経過録・退所時要約を電子カルテにアップロードする
・11/3（金）について
法人研修の残り番⇒デイケア：1名（未定）、デイナイトケア：2名（服部、馬場）
祝日プログラム⇒デイナイトケア：カラオケ、デイケア：今週中に決定する
＜利用者様情報＞

デイケア

・鈴木　知子　様～本日来所しておらず連絡がなかったため電話連絡を入れている。「膝が痛くて今日は休みたい。今度から送迎してくれるデイケアを探したいと思っていて三浦さん（特定相談員）に相談しようと思っている」と話している。膝の痛みは5年位前から続き痛みが強くなったり良くなったりし以前整形外科に通院していた時は水が溜まってると診断され水を抜いたことがあると話している。最近は整形外科を受診しておらず、その理由について「自分が精神科だから整形に行っても馬鹿にされたり信じてもらえないような気がして。この病気になってからこんな考えばかりになってしまって…」と話している。膝の痛みがあることで日常生活の支障について尋ねられると「買い物等はヘルパーに頼んでいるから大丈夫」と答えている。当デイケアでも相談に応じて送迎は可能であることを伝えると「そうなんですか。でも、三浦さんに相談したいと思ってます」と言い電話を終了している。
・笹目子　誠　様～本日より正式利用開始となる。父様より、息子様は月1回利用を希望しているが、週1回利用できるようになれればとと話しており、今後は父様の意向としては、時間をかけて可能であれば就労までを希望していると話している。息子様と話し合い、スタッフとも情報共有を図り徐々に慣れていければと言う。エアロビクスや運動療法に参加し、他のプログラムの案内をすると「出てみます」と話している。
・松川　順子　様～朝から「今日は具合悪くなりそうな気がします。」と話している。バイタルサインには異状ないが活気ない表情が続いており10：00に本人希望にて静養室希望し「今は薬を飲まないで、午後にも調子悪かったら薬飲んで休みたいと思ってます」と話している。11：00からのプログラムには参加し発言している。
デイナイトケア
・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供があり、青南病院定期外来受診に同伴した際に、看護師より診察中に手指振戦があり、主治医が薬の副作用ではないかと話していたとの申し送りがある。以前から、症状がある旨を伝えると、悪化してきた際には連絡するよう話があったとのこと。本日上記症状を本人に確認すると、手の震えはないとのことで、「寒いときに震える」と話しており、以後も手指振戦なく、不調の訴えも聞かれていない。今後上記症状見られた際には、関係機関と情報を共有し、適切に対応していく。
・山田　隆雄　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、服薬セットを行なうか聞くも反応なく、数度問いかけることでようやく返答していたとのこと。本日は、スタッフの話しかけには、疎通性は良く、プログラムに参加している。12：40頃、「漏らしてしまった」と訴え聞かれており、便が間に合わなかったとのことで更衣を行っている。上記状態を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・奥山　以依子様～トイレに籠ることがあり、昼食後、30分ほど入っている。排便はあるようだが、本人に排便状況を確認すると「出ていません」と話している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供がり、昨日就床前薬服用時、額にイボができ、押せば痛いと話していたとのこと。本日は額のイボについて尋ねると、触ると痛いと話しており、額左側に直径5ｍｍ程のイボがある。以前も額右側にイボができ、薬を貰っていたと話しており、触らないように伝え、今回も同様に対処するよう伝えると了承している。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日来所時、以前聞かれていた腰痛の状態について質問すると、痛みは継続しているが、仕事や生活上に支障はなく問題はないとのこと。痛みの程度は良くなったり悪くなったりするとのことで、無理せず継続するようであれば整形外科受診を検討してみるよう促すと「わかった」と話している。ナイトケアでは時折腰を押さえていることがあるが、痛みを訴えることはなく、終始穏やかに過ごしている。
・植村　廣隆　様～本人より電話があり、「来週、10/31に行きます。今日は休みます」と話している。忘れずに電話連絡できたことを評価し伝えている。
・松川　順子　様～17：30頃本人より架電があり、買い物を無事終え、帰宅したとの報告がある。また、体調不良が継続しているとのことで、普段行っている夕食を食べて処方薬を服用し休養する方法を促すと、「わかりました」と話し電話を終了している。以降、電話連絡はない。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（小向　武雄　様）

実施日：H29年10月25日（水）13：30～14：00

担当：服部

参加者：服部･慶長・佐々木・石橋・藤田・間山

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	小向　武雄様
	性別
	男
	年齢
	83
	生年月日
	昭和9年2月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	症状の安定を図り現在の生活を維持する。基本的な生活習慣を身につける。対人関係を学ぶ。現実的判断を学ぶ。病識をつける。

	本人希望
	このまま青風荘での生活を続けたい。

	家族希望
	今の生活を長く続ける

	入院歴
	計　3回（最終：昭和40年11月17日～平成13年5月31日）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年6月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所

	住居：青風荘


	家族構成

保護者は甥様（小向秀樹様）

	利用制度
	精神障害者手帳1級
	障害基礎年金1級
	後期高齢者医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活が続けて出来るように日常生活を自分で行う。
	①健康的な生活ができる様に運動プログラムへの参加を継続する。
	①下肢の筋力を維持と転倒防止の為、床に寝て運動をする。
	①空き時間にウォーキングを行う、筋力低下・転倒防止に努める。スタッフはなるべく足を上げて歩けるように声かけし、ウォーキングをしたらノートにチェックして本人と確認する。

	
	②自分から挨拶ができるようになる。
	②挨拶をされたら、返すことを続ける。時々、自分から挨拶を返す。
	②人とすれ違った時は、挨拶をする。本人が気がつかない場合、スタッフが名前を読んで挨拶をする。また、挨拶以外の声かけも行い、コミュニケーションをとっていく。

	
	③本人の意欲や興味を持ち続ける。
	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組む。
	③作業療法の時間等で、塗り絵や歌に取り組む。スタッフは本人の疲労がない程度に、趣味の声掛けを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①下肢の筋力を維持と転倒防止の為、床に寝て運動をする。
	・以前は、夕方の時間帯に自発的に歩行運動に取り組んでいたが、先月入所先で転倒してから、積極的に取り組むことはなくなった。気弱な発言も聞かれている。

・筋力が落ちているのか、膝の痛みからなのか、歩き方から床を擦るように歩いている。足を上げて歩くように促すと、バランスを崩して転倒しそうになることもある。

・体操では腕を伸ばさず、体幹の動きが小さく、効果的な運動はできていない。スタッフが近くで声を掛けると、一時的に動きが大きくなるがすぐに小さい動きに戻ってしまう為、継続して声かけが必要である。

・転倒してから、青風荘内での移動はエレベーターを使用している。階段を使うことが減ったことで運動量は落ちてきている。
	ストレッチは好まないため、本人が好んで行えるウォーキングを勧めているが、高齢で筋力の低下もあり、歩行時に足が床から離れずに擦って歩いている。転倒リスクが高く、下肢の筋力を予防する運動を続けてやっていく必要がある。運動実施時、本人のペースに合わせて行なわないと拒否をする事が多い為、本人のペースを確認しながら適度な運動を提供する必要がある。

→目標継続・計画は一部変更



	②挨拶をされたら、返すことを続ける。時々、自分から挨拶を返す。
	・挨拶は自分から掛けられないが、スタッフが挨拶をすると違和感なく応対している。自分からは出来ないと意志表示をすることはない。

・自分から話し掛けはできない。スタッフからの声かけには短く「はい、はい」と答えている。

・陰性症状が強く、長期療養の中で殆ど話さずに過ごした為、自分から話すことが得意ではない様子。
	挨拶をすることを目標にしながら、スタッフから何気なく声を掛け、コミニュニケーションが取れるように促していく。→計画継続



	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組む。
	・作業時間等の塗り絵に関しては、雑ではあるが時々休みながら時間を掛けて好きなように取り組んでいる。

・配色は独特で手本等を見ないで塗っている。肌の部分を黒で塗る、色鉛筆の置き方で塗る順番が決まっている等、本人なりにこだわりがある様子。

・歌は好きなようで、スタッフや周囲からリクエストされると大きな声で歌っている。
	高齢で能力向上を目指すのは本人に負担がかかると考えられる。楽しんで生活を送るために、本人の興味のある塗り絵や歌に取り組んでいただけるようにする。→計画継続。



	その他
	・毎年のように、お盆は外泊に出掛けていたが、昨年度と今年と帰れていない。面会は保護者の甥様は次の施設を探している。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活が続けて出来るように日常生活を自分で行う。
	①健康的な生活ができる様に運動プログラムへの参加を継続する。
	①下肢の筋力を維持と転倒防止の為、床に寝て運動をする。
	①空き時間にウォーキングを行い、筋力低下・転倒防止に努める。スタッフはなるべく足を上げて歩けるように声かけし、変化を見ていき、積極的に取り組めるような関わりを行う。

	
	②自分から挨拶ができるようになる。
	②挨拶をされたら、返すことを続ける。時々、自分から挨拶を返す。
	②人とすれ違った時は、挨拶をする。本人が気がつかない場合、スタッフが名前を読んで挨拶をする。また、挨拶以外の声かけも行い、コミュニケーションをとっていく。

	
	③本人の意欲や興味を持ち続ける。
	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組む。
	③作業療法の時間等で、塗り絵や歌に取り組む。スタッフは本人の疲労がない程度に、趣味の声掛けを行う。


